
報道機関 各位                

第２２回現代短歌新人賞が決定しました

 さいたま市では、市民の文学活動の充実と日本現代短歌界の振興を目的に、歌壇に

新風をもたらす歌人に対し、現代短歌新人賞を授与しています。

 このたび、次のとおり決定しましたので、お知らせします。

１ 受賞歌集

『太陽の横』

発行 短歌研究社 ／ 発行年月日 令和３年９月１６日

２ 受賞者

  山
やま

木
き

 礼
れい

子
こ

氏

【作歌活動】

平成２１年 未来短歌会入会

平成２３年 未来賞受賞

平成２５年 第５６回短歌研究新人賞受賞

令 和 ３ 年 第一歌集『太陽の横』上梓

３ 表彰式及び特別講演

（１）日 時  令和４年３月２７日（日）

 １４時～１６時（１３時開場）

（２）会 場  ソニックシティビル４階 市民ホール

（３）特別講演  米川 千嘉子氏「大西民子と現代」

（４）定 員  ８０名（要事前申込み・先着順）

（５）費 用  無料

（６）申込期間  令和４年２月１８日（金）～令和４年３月１８日（金）

記者発表資料

令和３年１２月２０日（月）

問い合わせ先：生涯学習振興課

課長：山本 高弘

担当：鷲山

電話：８２９―１７０５

内線：４１１４



（７）申込方法  ・さいたま市ホームページ「第２２回現代短歌新人賞表彰式・特

別講演のお知らせ」から申込み

       ＵＲＬ：https://www.city.saitama.jp/003/003/001/p069204.html
・電話又はＦＡＸで申込み

参加者全員の氏名、代表者の電話番号を生涯学習振興課へ

ＴＥＬ：０４８－８２９－１７０５

ＦＡＸ：０４８－８２９－１９８９

４ 受賞者コメント

「このたびは本当にありがとうございます。光栄な賞を頂きましたことをうれし

く思います。また一歩ずつ、これからの日々に向かってゆければと感じております。」

５ 選考経過

  歌人１７７名に対してアンケートを行い、多くの推薦を受けた歌集及び選考委員

が推薦する歌集をあわせて、１２月５日に開催した選考会において決定しました。

６ 選考委員長講評

  「若い女性の歌がきわだつ時代。社会人として仕事を持ちながら、育児にいそし

む歌も、その苦闘する葛藤を掘り下げた、新しいタイプが出現する。男性社会への

きびしい批判が顕在した受賞作は、まさしく現代の歌である。」

７ その他

 （１）新型コロナウイルス感染症の状況により、日程等については変更する場合が

あります。

 （２）取材に際しては、マスクの着用及び手指の消毒をお願いいたします。


